
日之影町
地域林政アド
バイザー事業

5,117 117 5,000
地域林政アドバイザーを雇用し、専門的知
識と豊富な経験を活かして森林・林業行政
の体制強化を図る。

地域林政アドバイザー　1名

日之影町

日之影町森林
環境教育ネッ
トワーク構築
事業

316 316

本町の豊かな森林資源を活用して青少年に
対する「森林環境教育」を実施するに当た
り、関係団体や庁内の関係部署が連携して
学習指導要領に掲げられている「生きる力
（確かな学力、豊かな人間性、健康、体
力）」の習得に取り組むための体制を構
築。

イベント　6回
（参加者　160人）
※小中学校の環境教育、郷土学習等

日之影町

林地台帳管理
システム相関
情報再構築委
託事業

1,243 1,243

林地台帳システムについて、法務局登記要
約書データと森林簿の地番を照合して林地
台帳として作成した際、不一致となり林地
台帳が作成されていない箇所について、
森林簿にリンクしている森林計画図と地籍
図を重ねて目視により確認を行い、双方の
属性情報により林地台帳の構築を委託。

日之影町

林地台帳管理
システムデー
タ更新委託事
業

682 682

平成３０年度に構築した林地台帳システム
について、地籍図や土地課税データにより
所有者、合筆、分筆等のデータ更新作業を
委託。

日之影町
林地台帳管理
システム保守
委託事業

198 198
リースを行っている林地台帳管理システム
の保守委託。

日之影町
林地台帳管理
システムリー
ス事業

357 357 林地台帳管理システムのリース。

日之影町
林道等強靱化
事業

3,046 3,046
森林整備の基幹道として木材搬出等に利用
される森林基幹道の法面等の草木を除去。

森林基幹道宇目・須木線　251.2m

日之影町
市町村森林経
営管理事業

373 373
森林管理法により森林の多面的機能の発揮
に向けて適時適切に伐採、造林、保育等の
施業を実施。

市町村森林経営管理事業
　間伐　0.44ha

日之影町
林業就労条件
整備事業

1,711 114 1,597

森林組合の作業班員及び町内の林業事業体
が新規に雇用した町内に居住する者の社会
保険料の助成。
　雇用保険、健康保険、厚生年金
　補助率：森林組合　1/2
　　　　　認定事業体　1/4

6事業体　17名

日之影町
町単森林整備
事業

23,410 7,409 16,001

国の森林整備事業に対して上乗せ補助を行
い、植栽未済地の解消や健全な森林の育成
につなげ、森林の多面的機能の発揮や、優
良材生産による林家の所得向上を図る。
　補助率：標準経費の10％

造林　67.15ha　　下刈り　263.51ha
間伐　50.24ha　　防護柵　18,047m

日之影町
国土保全緊急
間伐対策事業

266 266

小規模（自伐）林家等が行う国の森林整備
事業の補助対象とならない間伐に対して補
助を行い、多様性のある森林を造成するこ
とにより国土保全機能を強化。
　補助率：標準経費の45％
　要件：５ha未満
　（※Ｒ４より緩和）

2件　1.17ha

日之影町
林業担い手創
出事業

2,992 1,773 1,219

林業担い手を確保するため、町内の林業事
業体が新規に現場作業員として雇用した町
内に居住する45歳以下の職員について、出
勤日数に対して2,000円／日を3年間助成。

6事業体　8名

日之影町
樹苗研究会活
動補助金

100 100

町内の苗木生産者、林研グループの若手会
員等で組織し、苗木の生産技術の向上等を
目指す「日之影町樹苗研究会」の活動費の
補助。

活動5回　参加者22名
（採穂園整備、コンテナ苗研修等）

日之影町
林業後継者育
英資金貸付事
業

360 360
平成31年4月に開講した「みやざき林業大
学校」の長期課程を受講する者への林業後
継者育英資金の貸付。

令和３年度　1名

日之影町
有害鳥獣捕獲
対策業務委託
事業

12,778 7,666 5,112
シカによる森林被害を軽減するため、西臼
杵森林組合に有害鳥獣捕獲業務を委託。

捕獲員　5名採用
捕獲頭数　260頭

日之影町
日之影町森林
環境譲与税基
金積立

14,308 14,308

意向調査
　19名　86ha

【ワンフレーズ】

森林環境譲与税活用により

・地域林政アドバイザーを１名雇用し、森
林・林業行政の体制強化を図った。

・森林整備に必要な経費を支援することで
森林を適正に管理することができた。

・担い手対策を行うことで担い手の確保を
行い林業の振興に向けた取組を支援でき
た。

・各種システムを整備することで意向調査
を計画的に行うことができた。

【詳細】

・地域林政アドバイザーを１名雇用するこ
とで、森林・林業行政の体制強化が図ら
れ、様々な施策の展開や森林計画制度の意
向調査（19名86ha）等に取り組むことがで
きた。

・樹苗研究会等の活動費を支援すること
で、循環型林業の推進、森林・林業教室の
開催等の取組を行うとともにコンテナ苗等
の普及を図った。

・森林保全につながる森林被害対策として
有害鳥獣捕獲員を雇用し、有害鳥獣の捕獲
業務を委託することでシカの被害対策と森
林所有者の経営安定を図ることができた。

・残額については、今後増大することが予
想される市町村森林経営管理事業等に充て
るため基金に積み立てた。

(C)「(A)う
ち森林環境
譲与税」の
うち、令和
４年度への
繰越（千

円）

令和３年度　森林環境譲与税の使途公表

市町村名 事業名

事業総額（千円）

事業内容 事業実績 税導入の効果
(A)+(B)

(A)うち森林環境譲
与税（千円）

(B)うち他の財源
（千円）


